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ＡＥＤ設置に伴う救急法の社員教育継続システムづくり活動 

ガイドラインステップ 
キーワード

（6 つ以内） 

・ＡＥＤ社内設置 

・救命講習 

・インストラクター育成 

・継続システム 

・社員教育 

・ 
１～４・１５・１６ 

改善・取組

みの背景と

課題 

ＡＥＤ設置は公共施設、イベント会場と社会的にも普及しつつある。この様な社会

背景からも社内敷地全域にＡＥＤを設置し、緊急時（突然死）に対する除細動が出

来る環境を整えることが必要となる。当製作所も４０００人規模の事業所として、

また、３交替夜勤勤務も行ない、サッカー場・二輪テストコースを所有する立場か

ら、心臓突然死の対応としてＡＥＤを配備し、除細動を行なえる環境づくりが重要

視されていた。それに伴いＡＥＤを使った救命講習を全従業員に教えることが条件

となり、教育の推進展開とその後のしくみとして軌道にのせることを目指し活動す

る。先ずＡＥＤ機器導入の予算取りをする為、安全衛生委員会にて展開計画を説明

し、推進の承認を得る。ＴＯＰの指示により産業医と共に設置場所及び教育の体制

を検討し毎月の安全衛生委員会で報告し、より精度を上げた活動に移す。 
 

改善・取組

みの着眼点 

＜教育体系の構築＞ 

・ＡＥＤ設置の３ヶ月前より教育方法と優先順位を企画検討する。 
・産業医にアドバイスを受けながら問題点を整理する。  

①講習の受講は、法的には義務付けられていない。 
②講習を受けていない従業員は、ＡＥＤの使用をためらうと思われる。 
③消防（関連団体）などが救命講習を行なっている。    
④安全管理者・衛生推進者が講習を受講し、一般従業員へ教育する。 

上記事項を考えて教育優先順位を４ステップに分けた体制で推進する。 
（ＡＥＤ導入前にステップ１、２の完了、導入後はステップ３、４と展開） 

 

 

改善・取組

みの概要 

＜教育優先順位＞ 
第１ステップ（安全管理者・衛生推進者・当直課長） 
第２ステップ（夜勤監督者・交替制チーフ・休日工事指導員） 
第３ステップ（係長クラス・班長・班長代行・チーフ） 
第４ステップ（部門インストラクター） 
第５ステップ（一般従業員） 
＜社内インストラクター育成用カリキュラムの作成＞ 
第４ステップにて各工場・室・部よりインストラクターを選出し２時間教育を始

める。講師による教育のバラツキがない様、映像（ＤＶＤ）を取入れながら実施

する。更にインストラクターとなる者は消防署の普通救命講習（4 時間コース）

を受講する事を条件とした。 



 

 

写真・図表・ 

イラスト 

 

 

効  果 

＜一般従業員への教育とローテェーションの確立＞ 

講習時間の設定では現業区の勤務に合わせ、１勤は２時間の残業、平常勤では１

時間の残業となり業務に極力負担をかけることなく講習会を進める事が出来た。

また、各工場・室・部と講習会の曜日を決め実施することで、ローテェーション

化が定着する。社内インストラクターが人に教える事により、個々の自信となり

地域自治会でも防災訓練時、積極的に指導が出来る人材づくりにも貢献する。 
 

この GPS か

ら学ぶための

ヒント 

最初の段階では部門インストラクターの業務負荷増により不満もあったが、実際指

導にあたると自分自身も覚えようとする自覚に目覚め、その成果が大きな自信とな

る。教える側が理解をしないと人の指導など出来ない事を誰もが感じ出した。現在

は全従業員とお取り引先様も対象として教育活動を進めており、定期的な講習開催

とインストラクターのローテェーション体制が構築された。今後更に部門インスト

ラクターを増やし、自らの居住区でも積極的に指導が出来る人材づくりを進めて行

く。また、従業員全員が２時間講習を一巡した後は消防署の救命講習を受けてもら

い更にスキルアップを目指す。消防署の講習についても２～３年に一度受講すると

事を前提に現在推進中である。（受講リストを整理しタイミングを見て各部門に発

進） 
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